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講時 単位数 2

履修に
当たっての
注意・助言

講義計画

○ 正倉院宝物
１．  名称「正倉院」　　　　　　　　　　　　　　　　
２．  位置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３．  正倉院宝物・校倉　　　　　　　　　　　　　　　
４．  奈良時代の政争　　　　　　　　　　　　　　　　
５．  聖武天皇と藤原氏　　　　　　　　　　　　　　　
６．  国分寺の造営　　　　　　　　　　　　　　　　　
７．  東大寺大仏開眼　　　　　　　　　　　　　　　
８．  正倉院宝物のはじまり　　　　　　　　　　　　
９．  正倉院宝物の由緒（献物帳）　　　　　　　　　　
１０．北倉納物　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１１．中倉納物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１２．南倉納物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１３．献物第1号御袈裟　九領　　　　　　　　　　　　
１４．赤漆文欟木厨子とその内容品　　　　　　　　　　
１５．正倉院の鏡　　　　　　　

テキスト 使用しない。　必要な参考文献は明示する。

参考書 使用しない。

目的と概要
正倉院宝物がもつその由緒と特質及び現状について詳述し、７・８世紀の東西交渉史の一端を理解し、改めて
21世紀の東アジア文化史のなかでの位置付けを考えてみようとするものです。スライド・ビデオを常時使用。

成績評価法 レポート・平常点で評価します。特には小テストを行うこともあります。

開期 前期 火曜日3限

授業テーマ 正倉院宝物

科目名 日本文化史A

担当教員 阪田　宗彦

配当 文  2･教育2･人間2

2009年度




